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■COMPASS 

＊朝鮮半島と日本の外交構想－30 年前の外交文書から見えるもの 宮城大蔵 

＊「精日」 問題の根底にあるものは何か 城山英巳 

＊海外進出とイノベーションのベース 木村公一朗 

＊台湾海峡で高まる静かな緊張 福田円 

■特集 台湾は現状維持の立場を守れるか 

＊航空路 M503 に翻弄される台湾－空をめぐる中台のせめぎあい 安田淳 

＊中国シャープパワーと揺れる台湾アイデンティティ 渡辺剛 

■ON THE RECORD 

＊アジアの地域統合と『一帯一路』 

－世界経済からみた中国と周辺経済－ 平川均 

■ASIA STREAM 

＊［中国の動向］（2018 年 4 月－5 月） 

米国を視野に近隣外交強化を図る習政権 濱本良一 

＊［台湾の動向］（2018 年 4 月－5 月） 

ドミニカと断交、 台湾の友好国は 19 に減少 門間理良 

＊［朝鮮半島の動向］（2018 年 4 月－5 月） 

南北首脳会談の「成功」と米朝首脳会談への「不安」 塚本壮一 

■フォルモサ通信〔7〕 

＊日本語が今も共通語－宜蘭のタイヤル族の村 塩沢英一 

■Briefing Room 

＊マレーシアで独立後初の政権交代 

－92 歳マハティール氏が首相再登板 伊藤努 

■CHINA SCOPE  

＊現代中国語を創った若き天才 池田巧 

■チャイナ・ラビリンス〔170〕 

＊19 期 3 中全会、「党ファースト」路線を推進 高橋博 

■連載 日本の現代中国観を再構築する－「中華」の現在とは？〔3〕 

＊普遍への挑戦－中国近代法の形成－ 久保茉莉子 

■New Publications on Asia 

 

  


